
 

 

＾（第２号様式）         
令和８年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿                       

県立金井高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎的な知識･技能の習得ととも
に、思考力･判断力･表現力を育み、
主体的に学習に取り組む意欲を高
めるような学習活動の実践を目指
す。 
②生徒の学力向上と希望進路保障
のために授業改善を推進し、カリキ
ュラムマネジメントに取り組む。 

①生徒の自律的な学習活動を促
す取り組みを各教科・科目で実
践する。 
②各教科で定めたカリキュラムデ
ザインに合わせて、教員のカリキ
ュラムマネジメント能力を高める。 

①取り組みやすい課
題の設定、補習や夏
期講習の実施などで
自律学習を促す。 
②授業改善に関する
研修会、研究授業な
どを実施する。 

①生徒による授業評
価における満足度
80%を維持している
か。 
②それぞれの振り返
りなどで、プラスの記
述が見られるか。 

①授業評価における

満足度 80%を維持す

ることができた。 

②カリキュラムデザイ

ンに関する研修会を

実施することが出来

た。 

①授業評価の自由記述

欄で、プラスの記述がさら

に増えるように検討する。 

②研修会・研究授業の後

に、教科全体でより良い

実践につながるような振り

返り・共有をより積極的に

行う。 

・デュプロマポリシー
の授業化は困難だ
が、目指す生徒像が
共有され全体で取組
んでいることが分か
った。 

①自由記述の分
量がより増える事
を目指す。 

②ＫＣＰ会議と各

種訪問により方向

性が定まってき

た。 

①魅力溢れる授
業により向学心
を高める。 
②授業者全員が
授業改善の主
体であることを
認識する。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒の主体的な取り組みを通じ
て学校生活の充実を目指す姿勢
を育む。 
②生徒の多様性を踏まえた支援
体制の充実を図る。 
③日常生活や学校活動の意義を
深く理解し、自分自身の成長を常
に求めようと努力する姿勢を育む。 

①行事や諸活動の目的、課題
を常に考えさせながら、生徒を
支援し、活動状況を全体で共
有しながら、より充実した活動
内容を目指す。 
②生徒の多様な状況に合わせ
た支援体制の充実を図る。 
③学校生活におけるルールや
マナーについての意識を高め
させる指導体制の充実を図る。 

①生徒の諸活動に
おいて、課題の改
善につながる情報
共有や振り返りを常
に求めていく。 
②教育相談にかか
わる情報共有と外
部機関との連携を
進めて生徒の支援
体制の確立を図る。
③日常的な指導に
加え、集会やオンラ
イン配信を通じてル
ールやマナーへの
意識を高め、教員
間の情報共有を徹
底する指導体制の
確立を図る。 

①目標の達成状況
や課題・活動の経
過について十分な
振り返り等ができて
いるか。 
②教育相談の成果
を踏まえ、生徒や保
護者に適切な支援
ができたか。 
③生活指導の成果
を踏まえ、生徒や保
護者に適切な、指
導ができたか。 

①各行事等において
目的を提示し、生徒
の自主性を活かしな
がら活動、振返りを行
った。 
②教育相談担当を増
やし、SC/SSW との情
報共有の連携がスム
ーズになり、生徒の困
り感に対応する機会
が増えた。 
③集会、オンラインで
の配信、掲示物、校
内巡回など様々な方
法でルールやマナー
の向上に努める機会
を増やした。また、問
題行動には丁寧な対
応をした。 

①振返りの場面で、次
につながる方策などを
共有し、さらなるサイクル
を産めるように振返り方
法を改善する。 
②得た情報を効果的に
支援体制に活用するた
めには、学年毎に対応
できる教育相談担当者
の体制づくりと共有方法
の改善を図る。 
③対応型の指導から予
防的指導、開発的な指
導へと更なる指導体制
づくりを検討する。 

・自転車のスピード
や並走、ヘルメット着
用について、一層指
導して欲しい。 
・バスの乗車マナー
（優先席等）につい
ても一層指導して 
欲しい。 
・小学生や地域の
方々へきちんと挨拶
をする生徒もいる 
・オンラインカジノに
ついて、継続して注
意喚起をして欲し
い。 

①実行委員長や
団長を中心に自
立的な活動が増
えた。担当顧問
の介入を減らす
工夫が課題であ
る。 
②情報共有が進
み多様な支援が
可能となった。 
③日常生活での
規範は、浸透し
ているが、校外
での逸脱やＳＮ
Ｓを起点とする
問題行動の増
大には後追いで
の対応になって
いる。 

①振返りによりマ
ニュアルを充実
させ、早い時期
から実行委員会
を始動してい
く。 
②各学年一致し
た支援体制で
共通化された方
式で支援に取
組む。 
③個別事象への
対応の他に、自
我の確立や強
固な倫理観の
醸成を成し遂げ
る生徒指導の
方法を模索す
る。 

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的に考え行動し、自
身の将来を開拓していく力を育
む。 
②探究活動を通じて協働すること
を学び、社会への理解を深め、予
測不能な社会で生き抜いていく力
を身に付ける支援をする。 
③学習活動を通し、生涯に渡って
学び続ける基礎力を育む。 

①各種ガイダンスや模試等を
積極的に活用し、生徒一人ひと
りが主体的に自己の可能性を
広げ、高める意識を向上させ
る。キャリア形成に向けて主体
的な活動ができるよう支援す
る。 
②探究活動を通じて、社会へ
の興味と課題意識を持ち、自己
の考えを整理し、明確に言語化
できる力を育成する。 

①模試や面談を活
用し、進路意識の向
上を図るとともに、
具体的な行動をと
れるよう計画・振り返
りの活動を充実させ
る。 
②個人・グループ活
動の両方を充実さ
せるとともに、受験
を意識した探究活
動も行っていく。 

①面談やガイダンス
を生かすとともに、
模試に向けて努力
し、振り返りの中で
進路意識が向上し
たか。 
②探究活動を通し
て社会に関心と問
題意識を持ち、自己
の思考を明確に言
語化できたか。 

①各種ガイダンスや
模試等を活用するこ
とで、生徒に具体的
な進路を考えさせ、
具体的に何をすべき
かを意識させること
ができた。 
②探究活動のあり方
を整理し、予測困難
な社会において活用
できる能力の育成を
行った。 

①年内型入試をはじめ
多様化する入試形態に
対応できるように、広
い視野をもって進路選
択ができるように指導
内容を充実させる。 
②探究活動について
「金井スタンダード」
といえるものを構築す
ることで中・長期的な
指導ができるようにす
る。 

・とても良い卒業式
であった。 
・生徒も教員も進路
先についてよく調
べ、知識を持ってい
て安心した。 
・消極的な進路選択
が減っていることを
嬉しく思う。 
 

①上級学校や職
業業種の紹介や
方法論に進展を
見た。進路選択の
要の個々人のビ
ジョン策定へのア
プローチが次の
課題である。 
②探究活動再編
のためＷＧで検討
を加えた。 

①概略説明から
個別大学や個別
入試等、より具体
的な指導が可能
となった。 
②金井生の「将
来の社会参画を
地域との連接」を
中心に据え具体
化する方策を策
定する。 

４ 地域等との協働 

①地域や保護者との連携を推進
し、開かれた学校づくりを進める。  
②中学生やその保護者に本校の
魅力を効果的に伝え、本校を志願
する生徒を増やす。 
③近隣地域との交流の意義につ
いて理解させ、地域との交流行事
を増やす。 

①③地域や保護者との連携を
さらに進めるために学校運営協
議会をより有効に活用する。 
②ホームページや学校説明会
などの内容をさらに充実させ、
受検生やその保護者などに本
校への理解を深めてもらう。 

①③生徒や PTA が
様々な行事に参加
できるように案内
をする。 
②各種広報活動で
生徒が活動できる
機会を与える。  
 

①③地域イベント
に生徒が参加でき
たか。PTA 活動が
実施できたか。 
②学校説明会など
では生徒の活動の
機会が十分に持て
たか。 

①③学校運営協議会
やPTA実行委員会を
定期的に開催でき
た。合唱部などが近
隣の障がい者施設な
どを訪問できた。 
②学校説明会などで
は生徒ボランティアが
司会や発表をする時
間を作ることができ
た。 

①②③地域との交流や
各種イベントは授業や
部活、職員の休日勤務
などの課題があるが、多
くの生徒や教員の協力
により全ての行事が概
ね成功した。今後は新
校設立（完校）に向けた
情報発信も検討した
い。 

・生徒と地域の交流
がもっとあったらいい
と思う。 
・再編統合を新たな
試みのためのきっか
けとして欲しい。 
 

①学校運営協議
会で詳細な報告
が出来、様々な
意見をいただい
た。マナー指導
に課題がある。 
②説明会でのか
なキャンの働き
は大きな成果で
ある。 

①地域からの情
報提供への対応
を丁寧かつ即応
の体制を堅持し
ていく。また、地
域への協力をさ
らに進める。 
②学校活性化の
ため生徒の活躍
の場を拡げる。 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学校づくりを推進
する。 
②５０周年の周年行事を通じて、
地域や卒業生の力を本校の教育
活動に最大限に活用していく。 
③職場の民主化・平準化の充実を
目指し、様々な方面の調整を進め
る。 

①老朽化や危険個所への対
応を適切に行う。 
訓練を実施し、防災意識を高
める。 
②周年行事について詳細な
内容を決定し、滞りなく実
施していく。 

①修繕・修理が必
要な箇所を把握し、
迅速に対応する。 
防災用品の適切な
管理を行う。非常時
の行動を確認する。 
②地域や卒業生と
の連携を深めながら
事業内容を遂行す
る。 

①学習環境に支障
がないよう配慮でき
たか。 
防災用品の整備充
実ができたか。生徒
や職員の防災意識
を高めることができ
たか。 
②周年行事を計画
通り実施することが
できたか。 

①関係各所と調整を
行い、学習環境を整
えることができた。 
①災害時の行動や避
難経路の確認を生徒
が自主的に判断し行
動することを目的に実
施することができた。 
②50 周年記念式典
については、滞りな
く実施することがで
きた。 
 

①今後の教室配置につ
いて引き続き検討が必
要である。 
①校舎の老朽化に伴い
（改修工事時）避難経路
について緊急な対応が
必要になっている。防災
用品の保管場所につい
ても検討していく。 
②資料等の整理や保管
を適切に行う。 

・3/6協議会では、
学校管理・学校運
営への意見は寄せ
られなかった。 

①分教室との合
同訓練を今年も
実施できた。発
災時の様々な想
定への対応が今
後求められる。 
②在校生及び卒
業生さらに地域と
の協働により、５０
年の取組みを披
瀝でき、在校生の
帰属意識の醸成
が進んだ。再編統
合後の新校編成
に向け学びの継
続を実現していく
こ とが課題であ
る。 
 

①校舎改修工事
が一段落し発災
時の混乱要因が
消失したので、
避難経路の徹底
を重ねていく。 
②新校編成に生
徒の意見を反映
させるための組
織化を行う。 

 


